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住民が守る 地域の交通
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〜 夢と希望があふれ住み続けられるまちに向けて 〜

当・初・予・算
　令和 2 年度予算は「明るく豊かな宮津」の実現に向け、昨年度に引き続き、その礎となる「財政健全化」
に軸足を置いています。その上で、「みやづビジョン 2011（H23 〜 R2）」の総仕上げとして、その推進に係
る事業について厳選して計上するとともに、次期総合計画を見据え、以下の 5 つの重点事項について最大限
配慮した編成を行いました。

　1　「安全・安心で健やかな」暮らしの実現
　2　未来を育む「教育と子育て支援」の充実
　3　地域経済の「活性化と持続的発展」
　4　地域の宝を活かした「魅力づくりとプロモーション」強化
　5　「関係人口創出」を核とする移住・定住対策

次期総合計画を見据えた「明るく豊かな宮津」へのスタート予算

令和元年度
予　算　額

令和 2 年度
予　算　額

前年度比
増減額 増減率

　一　  般　  会　  計 135 億 1,279 万円 112 億 5,229 万円 △ 22 億 6,049 万円 △ 16.7%

　特　  別　  会　  計 68 億 9,208 万円 55 億 6,060 万円 △ 13 億 3,148 万円 △ 19.3%

 土地建物造成事業 2,784 万円 923 万円 △ 1,861 万円 △ 66.8%
 国民健康保険事業 22 億   161 万円 21 億 9,366 万円 △ 794 万円 △ 0.4%
 後 期 高 齢 者 医 療 3 億 2,996 万円 3 億 6,585 万円 3,589 万円 10.9%
介 護 保 険 事 業 28 億 7,554 万円 29 億 1,632 万円 4,078 万円 1.4%

 介護予防支援事業 1,838 万円 1,838 万円 0 万円 0.0%
 下　水　道　事　業 13 億 9,055 万円 − △ 13 億 9,055 万円 皆　減
 休日応急診療所事業 2,250 万円 2,139 万円 △ 111 万円 △ 4.9%
 財産区特別会計（7会計） 2,571 万円 3,577 万円 1,006 万円 39.1%

　公 営 企 業 会 計 11 億 3,653 万円 30 億 6,940 万円 19 億 3,287 万円 170.1%

水 　 道 　 事 　 業 11 億 3,653 万円 12 億 6,847 万円 1 億 3,194 万円 11.6%
 下　水　道　事　業 − 18 億　  93 万円 18 億　  93 万円 皆　増

合　　計 215 億 4,139 万円 198 億 8,230 万円 △ 16 億 5,910 万円 △ 7.7%

※千円単位を四捨五入しているため、積算が合わない場合があります

【 基金・市債残高の状況 】
・年度末基金残高

令和元年度（見込）：3 億　633 万円
令和 2 年度（見込）：2 億 8,941 万円

・年度末市債残高
令和元年度（見込）：176 億 1,130 万円
令和 2 年度（見込）：176 億 9,633 万円

所 内 定 対 料 受 休 問問 TEL FAX HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 TEL FAX HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 TEL FAX HP 注 財政課予算係　

所 内 定 対 料 受 休 問問 TEL FAX HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 TEL FAX HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FAX HP 注 45‐1610

令和 2 年度
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01 一般会計　歳入

自主財源
（30.6%）

市税
（22.6%）

25 億 4,272 万円

依存財源
（69.4%） 市債

（11.5%） 11 億 3,488 万円

国庫支出金
（10.1%）

5 億 6,230 万円
その他（5.0%）
9 億 5,107 万円

府支出金（8.5%）

12 億 9,369 万円

地方交付税
（34.3%）

38 億 6,000 万円

9 億　764 万円
その他（8.0%）

02 一般会計　歳出

民生費
（28.8%）

32 億 3,709 万円

総務費
（15.2%）

17 億 1,337 万円
衛生費

（12.1%）

13 億 5,943 万円

土木費
（12.0%）

13 億 4,791 万円

公債費
（11.5%）

12 億 9,043 万円
教育費（9.4%）

10 億 5,620 万円
消防費（3.9%）
4 億 3,861 万円

農林水産費（3.3%）
3 億 7,313 万円
商工費（1.7%）
1 億 9,827 万円
議会費（1.1%）
1 億 2,578 万円

災害復旧費（0.9%）
1 億　100 万円
その他（0.1%）

1,107 万円

【 歳入の主な内容 】
・市　税　＋ 1,440 万円　（R 元：25 億 28 百万円、R2：25 億 43 百万円）
　法人市民税は税率改正（12.1% → 8.4%）の影響で減。固定資産税は地籍調査結果の課税面積への反映により増
・実質的な地方交付税　＋ 410 万円　（R 元：40 億 90 百万円、R2：40 億 94 百万円）
　国の地方財政計画（普通交付税における保育料無償化等社会保障費分の増、地域社会再生事業費の創設等）に
　基づき、普通交付税を増、臨時財政対策債を減。近年の交付実績から特別交付税は前年同額
・繰入金　△ 8,342 万円　（R 元：2 億 65 百万円、R2：1 億 82 百万円）
　さらなる財政健全化の取り組みに加え、市税、普通交付税、地方消費税交付金等の一般財源収入の増が見込まれ
　ることから、基金繰入を大幅減
・市　債　△ 16 億 1,280 万円　（R 元：29 億 6 百万円、R2：12 億 94 百万円）
　ごみ処理施設の更新や夕ヶ丘団地の建て替えのピークが過ぎたこと、その他普通建設事業の厳選により大幅減

【 歳出の主な内容 】
・人件費　△ 5,793 万円　（R 元：19 億 93 百万円、R2：19 億 35 百万円）
　職員定数のさらなる見直し（△ 5 名）等により抑制
・物件費　△ 2 億 3,968 万円　（R 元：19 億 74 百万円、R2：17 億 35 百万円）
　由良海岸漂着ごみ処分（災害関連）の皆減、旧ごみ処理施設の稼働終了等により大幅減
・補助費等　△ 5 億 9,077 万円　（R 元：27 億 53 百万円、R2：21 億 62 百万円）
　下水道事業への繰出金が皆増（＋ 5 億 6,708 万円）となるが、宮津与謝環境組合への分担金の減（ごみ
　処理施設の更新）等により総額は減
・投資的経費　△ 6 億 9,608 万円　（R 元：17 億 88 百万円、R2：10 億 92 百万円）
　夕ヶ丘団地建て替えの完了等により減
・公債費　△ 1 億 1,717 万円　（R 元：14 億 8 百万円、R2：12 億 90 百万円）
　過去の市債の償還終了などにより減
・繰出金　△ 5 億 1,207 万円　（R 元：15 億 72 百万円、R2：10 億 60 百万円）
　国民健康保険事業、介護保険事業等への繰出金は増となるが、下水道事業への繰出金（補助費
　等に性質変更）の皆減により総額は減

Topics
Topics
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事業（事項）名 内　容 削減額（一般財源）

　一般職職員人件費 　職員定数の減（△ 2 人） 　△ 1,200 万円

　広報活動事業 　経費削減（ホームページ翻訳サービス委
　託の廃止） 　△　  39 万円

　婚活支援事業 　事業廃止 　△　  20 万円

　財産管理事業 　公用車一元管理による車両管理経費の減
　（△ 4 台） 　△　  55 万円

　男女共同参画推進事業 　女性相談業務委託の廃止 　△　  10 万円

　美しく豊かな阿蘇海推進事業 　ポスターコンクールの廃止 　△　　 3 万円
　いきいき健康長寿のまち
　“ みやづ ” 推進事業 　健康づくり指導員の不配置 　△　225 万円

　次世代人材育成事業 　創業スタートアップセミナーの廃止 　△　  50 万円

　英語指導事業 　夏休み小学生英語合宿の見直し 　△　  14 万円

　公共交通利用促進事業　他 　各協議会負担金の見直し（5 件） 　△　  24 万円

　その他の見直し　12 事業 　図書購入費、修繕料等の減 　△　222 万円

合　　計 △ 1,863 万円

　SDGsとは、2001年に策定されたミレニアム開発目標（MDGs）
の後継として、2015 年 9 月の国連サミットで採択された「持
続可能な開発のための 2030 アジェンダ」にて記載された 2030
年までに持続可能でよりよい世界を目指す国際目標です。
　17 のゴール・169 のターゲットから構成され、地球上の「誰
一人取り残さない」ことを誓っています。 SDGs は発展途上国
のみならず、先進国自身が取り組むユニバーサル（普遍的）な
ものであり、日本としても積極的に取り組んでいます。
　本市としても SDGs への繋がりを意識し、事業に取り組んで
います。

SDGs

※平成 30 年度に掲げた「財政健全化に向けた取り組み」から、さらなる見直しを行ったものです
※千円単位を四捨五入しているため、積算が合わない場合があります

　 エス　　　ディー　　　　ジー　　　 ズ

新たな財政健全化の取り組み
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・早期予防・早期発見の推進
　生活習慣病の予防、がんの早期発見を図るため、
　健康診査、がん検診を実施。住民健診の結果に
　基づく保健指導など
・健康づくり運動の推進
　活動量計を活用した健康づくり、健康相談、訪
　問指導、健康講演会の開催など
・食による健康づくり事業の推進
　食生活改善普及員による食の講座・調理実習や
　親子料理教室、減塩料理教室の開催など
　　　　　　　　　　

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 健康・介護課健康増進係

　　　　　　　　　　

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 45‐1624

健康長寿のまち " みやづ " の推進
2,939 万円

・スポーツの振興
　「SOMPO ボールゲームフェスタ 2020」と連携し
　た第 2 回市民スポーツ DAY の開催、巡回ニュー
　スポーツ教室、スポーツ大会開催支援など
・市民体育館大型トレーニング機器の更新
　　　　　　　　　　  

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 社会教育課社会教育係

　　　　　　　　　　  

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 45‐1642

スポーツを通じた人とまちの元気づくり
　　　　　　　  　　　　1,030 万円

旧日置中学校校舎の一部を日置地区公民館に改修
　　　　　　　　　　  

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 社会教育課社会教育係

　　　　　　　　　　  

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 45‐1642

日置地区公民館移転整備
8,860 万円

上宮津地域、養老・日ヶ谷地域の地域団体により
実施される公共交通空白地有償運送に対する支援
・実施団体への支援
・使用車両リース料
　　　　　　　　　　　　  

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 企画課企画政策係

　　　　　　　　　　　　  

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 45‐1664

公共交通空白地有償運送への支援
771 万円

地域住民の移動手段及び鉄道路線からの二次交通
手段確保のため、路線バスの運行経費を支援
・市町域を超える幹線路線への支援
・市内枝線路線への支援　他
　　　　　　　　　　　　  

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 企画課企画政策係

　　　　　　　　　　　　  

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 45‐1664

地方バス路線運行の維持対策
4,666 万円

大久保線、惣宮村線他：路肩拡幅、カラー舗装など
宮津中学校線、中橋惣線他：路肩拡幅、歩道整備など
　　　　　　　　　　　　  

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 土木管理課土木係

　　　　　　　　　　　　  

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 45‐1629

子どもたちの安全、安心を確保する
歩行者対策　　　　　  5,240 万円

うち R 元 .3 補正：1,240 万円

宮津市橋梁長寿命化対策
防災カルテにおける危険法面等対策
　　　　　　　　　　　　  

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 土木管理課土木係

　　　　　　　　　　　　  

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 45‐1629

暮らしの安全・安心を確保するインフ
ラ整備　　　　　　　　 6,747 万円

うち R 元 .3 補正：547 万円

・頻発する滝馬川流域の浸水被害の軽減を図る
　滝馬川の整備（全長 477m うち R2 整備 200m）
　　　　　　　　　　　　  

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 土木管理課土木係

　　　　　　　　　　　　  

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 45‐1629

河川の整備　　　  1 億 1,000 万円 ・農業水路等長寿命化、防災減災事業
　地域住民とのワークショップ等を通じ、地域特
　性を把握した上で、浸水予想区域や避難場所の
　地図化等避難活用情報を整備（国分、田原地区）
　　　　　　　　　　  

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 農林水産課産業基盤係

　　　　　　　　　　  

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 45‐1627

ため池ハザードマップ作成　254 万円

「安全・安心で健やかな」暮らしの実現Topics
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系統的な教育課程の編成による学力向上等を目指
す小中一貫教育を全面実施するとともに、学力サ
ポートコーディネーターの配置や認知能力・非認
知能力を一体的に育む保幼小接続に係る取り組み
・小中一貫教育の推進
・保幼小接続に係る取り組み
・高校と地域の連携の推進
　　　　　　　　　　  

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 学校教育課学校教育係

　　　　　　　　　　  

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 45‐1641

質の高い学力の充実・向上、地域と
ともにある学校づくり　1,129 万円

R2.4 から全てのクラブを小学校敷地内で運営
開設場所 定　員 開設時間

宮津小学校 112 名【平日】
　下校時〜午後 7 時

【土曜・長期休業日等】
　午前 7 時 30 分〜午後 7 時

吉津小学校 35 名
栗田小学校 35 名
府中小学校 35 名

　　　　　　　　　　  

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 学校教育課学校教育係

　　　　　　　　　　  

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 45‐1641

のびのび放課後クラブの運営
3,660 万円

R3 年度からの導入に必要な整備の実施設計
　　　　　　　　　　  

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 学校教育課学校教育係

　　　　　　　　　　  

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 45‐1641

幼稚園給食の導入準備　  150 万円

地域経済の「活性化と持続的発展」

・スマート技術の導入への支援
　食味計・収量センサー機能付きコンバインの整備
　アシストスーツの導入（とり貝）
・オリーブ生産者組織への支援
・つくり育てる漁業の推進
・地域おこし協力隊の活動支援等
　　　　　　　　　　  

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 農林水産課農林水産係

　　　　　　　　　　  

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 45‐1626

強い農業・水産業づくり  952 万円

魅力ある商いづくり　　　680 万円
・特産品等振興事業補助金
　商品開発等の取り組みを支援
・大和学園との連携事業
　既存商品のブラッシュアップや新規商品の開発指
　導、食のレベルアップを目指したセミナーを開催
・魅力ある商いのまちづくり支援事業補助金
　空き家等を活用した新規出店に対する改修費・運
　営費を支援
　　　　　　　　　　　　  

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 商工観光課商工係

　　　　　　　　　　　　  

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 45‐1663

・道の駅 海の京都 宮津の運営
　観光交流センター、パイロット事業施設の運営
・立体駐車場の運営
　24 時間開場、発券機、精算機の更新等
　　　　　　　　　　　　  

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 商工観光課商工係

　　　　　　　　　　　　  

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 45‐1663

浜町のにぎわいづくり　3,399 万円

大河ドラマ「麒麟がくる」放送を契機とした観光
誘客に取り組む協議会への支援等

（協議会活動）
・現代版「海上茶会」、講演会の開催
・コンテンツの充実
・チラシ、ポスター等の制作、都市部への広告
　　　　　　　　　　　　  

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 商工観光課観光係

　　　　　　　　　　　　  

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 45‐1625

大河ドラマ「麒麟がくる」ゆかりの地
観光推進　　　　　　　  300 万円

・にっこりあ、ファミリー・サポート・センターの運営
・病児、病後児保育「りりふる」の運営　他
　　　　　　　　　  

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 社会福祉課子育て支援係

　　　　　　　　　  

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 45‐1621

子育てへの支援　　　  1,903 万円

未来を育む「教育と子育て支援」の充実
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「関係人口創出」を核とする移住・定住対策

・外部有識者を交えた市民協働の戦略づくり
　ワークショップの開催、多世代情報発信力強化
・ホームページのリニューアル
　情報発信基盤の強化、セキュリティの強化
・広報活動事業
　広報みやづの発行、映像コンテンツの制作など
　　　　　　　　　　　　  

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 企画課魅力発信係

　　　　　　　　　　　　  

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 45‐1609

シティプロモーションの強化
1,607 万円 国際的評価や地名度を高め、文化庁「国内暫定リ

スト」入りに向けた調査研究を行う
・天橋立を世界遺産にする会の活動支援
　　　　　　　　　　  

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 社会教育課社会教育係

　　　　　　　　　　  

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 45‐1642

天橋立の世界遺産登録推進　141 万円

・宮津湾の利活用検討
　田井宮津ヨットハーバーを中心とした宮津湾の
　利活用策の検討
　　　　　　　　　　　　  

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 企画課企画政策係

　　　　　　　　　　　　  

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 45‐1664

宮津湾のにぎわいづくり　60 万円

京都府の「日本博府域展開アートプロジェクト
2020」と連携し「海の京都」天橋立地区協議会が
実施するデジタルアート「光のアトリエ」による
夜の賑わい創出への支援
　　　　　　　　　　　　  

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 商工観光課観光係

　　　　　　　　　　　　  

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 45‐1625

光のアトリエへの支援　　200 万円

丹後地域のものづくり文化を活かした魅力発信
・丹後ちりめん創業 300 年事業実行委員会負担金
　　　　　　　　　　　　  

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 商工観光課商工係

　　　　　　　　　　　　  

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 45‐1663

丹後ちりめん創業 300 年事業  15 万円

・UI ターンサポートセンターの運営
　空き家等情報バンクシステムの運営、移住・定
　住イベントへの出展、情報提供、相談
・定住支援空き家等改修補助金等
　移住者へ空き家等の改修費等を支援
　　　　　　　　　　

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 企画課定住・空家対策係

　　　　　　　　　　

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 45‐1607

UIJ ターンの推進　　  1,538 万円

・提案型地域おこし協力隊への支援
　地域課題の解決等に向けた活動への支援
　任期満了後の起業を支援
・市内 3 高校との連携事業
　地域活性化や仕事への熱意・想いを学ぶことに
　より、課題解決型の人材育成を図る
　　　　　　　　　　

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 企画課定住・空家対策係

　　　　　　　　　　

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 45‐1607

次世代人材の育成　　　  982 万円
・地域会議への活動支援
　地域課題の解決に向けた地域会議活動への支援
・宮津市まちづくり補助金
　市民団体等が行うまちづくり活動への支援
・宮津市コミュニティ助成金
　自治会のコミュニティ活動への支援
　　　　　　　　　　

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 企画課定住・空家対策係

　　　　　　　　　　

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 45‐1607

まちづくり活動支援　  1,020 万円

地域が抱える課題に対して大学等から解決策の提
案を受け、地域とマッチングを行うとともに、大
学等の活動経費を支援する
　　　　　　　　　　

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 企画課定住・空家対策係

　　　　　　　　　　

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 45‐1607

大学等と地域の連携推進  100 万円

地域の宝を活かした
「魅力づくりとプロモーション」強化
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その他事業
（みやづビジョン 2011 の総仕上げとして）

※ P5 〜 P8 は主な事業を掲載しています

・有害鳥獣の捕獲（イノシシ、シカ、サル）
・鳥獣処理施設の管理運営
　発酵処理による新処理施設の管理運営（R2.4 〜）
・シカ、サル対策ほか
　メスジカの捕獲強化、サルの追い払いなど
　　　　　　　　　　  

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 農林水産課農林水産係

　　　　　　　　　　  

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 45‐1626

有害鳥獣対策　　　　  2,439 万円
・海の京都 DMO への負担金
　海の京都エリアの観光地域づくりに対する支援
・海の京都 DMO 天橋立地域本部への支援
　国内外へのプロモーション、地域イベント、観
　光パンフレット、観光案内所等に対する支援
　　　　　　　　　　　　  

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 商工観光課観光係

　　　　　　　　　　　　  

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 45‐1625

魅力ある観光地づくり　4,547 万円

・宮津与謝環境組合分担金
　宮津与謝クリーンセンターの整備・運営等に係
　る分担金（宮津市負担割合：43.5%）
・焼却灰等運搬業務
　宮津市相当分を東部不燃物処理場へ運搬
　　　　　　　　　　　　  

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 市民課環境衛生係

　　　　　　　　　　　　  

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 45‐1617

新ごみ処理施設の管理運営分担金等
5 億 2,994 万円 ・施設整備費補助金

　認知症高齢者グループホーム、認知症対応型デイサー
　ビスセンターの整備を行う社会福祉法人への支援
・雇用機会拡大補助金
　介護サービスの開始に伴う市民従業員の雇用拡
　大への支援
・特別養護老人ホーム施設整備資金償還補助金
　　　　　　　　　　  

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 社会福祉課地域福祉係

　　　　　　　　　　  

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 45‐1618

特別養護老人ホーム等の整備支援
6,878 万円

・公共施設再編方針書（案）に係る市民説明会の開催
・個別施設計画の策定
・遊休市有財産の処分
　　　　　　　　　　　　  

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 財政課資産活用係

　　　　　　　　　　　　  

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 45‐1611

公共施設マネジメントの推進
980 万円

令和 2 年度の竣工に向け、引き続き建設を進める
とともに、集会所の建設や関連道路の整備を行う
　　　　　　　　　　  

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 都市住宅課建築住宅係

　　　　　　　　　　  

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 45‐1631

市営住宅夕ヶ丘団地の建て替え
1 億 9,721 万円

～新宮津市総合計画の策定にむけて～
宮津市総合計画策定委員会委員を募集します

募集人数 ３人

応募資格 令和 2 年 6 月 1 日現在、満 18 歳以上（高校生を除く）で、宮津市内にお住まいか、通勤している方

職務内容 年度内に４回程度開催する委員会（２時間程度 / 回、基本は昼間に開催）に出席し、新宮津市
総合計画の策定にむけて宮津市の目指すべき将来像の設定や実現していくための施策等に関し
て検討いただきます。

任　　期 令和 2 年６月から令和３年３月 31 日（予定）まで

謝 礼 等 謝礼 7,500 円 / 回と旅費（往復の交通費・片道２km 以下の場合を除く）をお支払いします。

応募方法 氏名・住所・生年月日・年齢・職業・連絡先・応募理由（400 字程度）を記載した用紙（様式
不問）を持参又は郵送、メールにより提出してください。

受付期間 ５月 22 日 ( 金 ) 必着

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 企画課企画政策係 

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注45‐1664 k‐tyousei@city.miyazu.kyoto.jp

※委員会はこの募集によるほか、学識経験者、関係団体等の委員を加え、合計 11 人により組織します
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　再編方針書（案）に対するご意見・ご提案をお
寄せください。

期間　５月２９日（金）まで
対象　宮津市内に在住・在勤の方

意見募集（パブリックコメント）
　意見募集や市民説明会での意見や提案等を踏ま
えて、更に幅広い見識や市民感覚を取り入れるた
め、再編方針書（案）検討会議を設置し、その市
民委員を 1 名募集します。

期間　５月 22 日（金）まで
資格　宮津市内に在住、在勤の方で、６月の平日

昼間（１回予定）の会議に出席可能な方

市民委員の募集

スケジュール

 

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 財政課資産活用係 

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注 45‐1625

　平成 28 年 3 月に策定した「宮津市公共施設等総合計画」に
基づき、公共施設の最適配置と財政負担の軽減・平準化を進め
るため、宮津市公共施設再編方針書（案）（以下「再編方針書（案）」
を取りまとめました。
　この再編方針書（案）は今後、市民の皆さんのご意見を伺っ
た上で、6 月に策定（決定）したいと考えています。そのため、（１）
意見募集（パブリックコメント）、（２）市民説明会、（３）再編
方針書（案）検討会議の市民委員の募集を順次行いますの、ご
参加・ご応募よろしくお願いします。

日にち 時　間 会　場
５月 22 日（金） 午後 7 時 00 分〜 8 時 30 分 みやづ歴史の館 3 階　大会議室

５月 23 日（土） 午前 10 時 00 分〜 11 時 30 分 栗田地区公民館
午後 2 時 00 分〜 3 時 30 分 府中地区公民館

※対象者：宮津市内に在住、在勤の方
※事前申込不要。お住いの地区に関わらず、都合の良い会場にお越しください。
※ 5 月 8 日予定の宮津市自治連合協議会総会においても説明いたします。
　その他、各種団体・グループから、個別説明の依頼がありましたら別途対応いたしますので、
　資産活用係までお申し込みください。
※新型コロナ感染症の状況によって、説明会を中止する場合がございます。（市ホームページで発表）

市民説明会

応募様式：自由形式。下記事項を守って提出してください。
　　　　　・意見募集は「公共施設再編方針書（案）に対する意見」と付記した上で、ご意見等を記載。
　　　　　・市民委員募集は、応募動機、活動歴などを書いた400字程度のレポートの提出。
応募方法：財政課資産活用係あてに持参、郵送、FAX、電子メールで提出してください。
応募上の注意：住所、氏名または勤務先の団体名 ･ 団体の所在地 ･ 代表者氏名、電話番号 ･ 電子メール
　　　　　　　等の連絡先を記載してください。

〒 626‐8501 宮津市字柳縄手 345‐1　 0772‐25‐1691　 zaisei@city.miyazu.kyoto.jp

再編方針書（案）は、以下で閲覧、配布しています。
データ   市ホームページ
　紙　　市役所本館 3 階（財政課）、
　　　　福祉・教育総合プラザ 4 階（社会教育課）、　　　　
　　　　各地区公民館

応募方法

〜子どもや若者の将来負担を減らし、持続可能なまちづくりを進めるために〜

公共施設再編方針書（案）への意見募集

市民委員募集の締切5 月 22 日

意見募集の締切　　29 日

6 月予定

計画を実行市 HP

検討会議の開催

市議会へ説明
再編方針の策定（決定）

22・23 日 市民説明会

市議会へ説明　　27 日
3 月 再編方針（案）の作成
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築 29 年以下

築 30～59 年

築 60 年以上

築 29 年以下

築 30～59 年

築 60 年以上

　本市の人口は、昭和 30 年の 36,200 人から平成 27 年に
は 18,426 人に半減しており、令和 27 年には、さらに半減
し 9,436 人まで減少すると見込まれています※ 1。
　その一方で、本市の公共建築物（公共施設のうち建築物）
の保有状況は、国の調査結果※ 2 から、人口一人当たりの
公共建築物延床面積は 8.7㎡ / 人で、全国平均の 2.2 倍以
上と試算され、公共施設の保有量が過大となっています。

※ 1 国立社会保障・人口問題研究所の推計
※ 2 住民基本台帳 H31.1.1 時点、公共施設状況調経年比較表
　（共に総務省）

刻々と変化する社会に
　　　　　対応するために

進む施設の老朽化

宮津会館（築 52 年）。老朽化も著
しく、耐震安全性の基準も満たし
ておらず、吊天井落下の危険もあ
ります。

　築 30 年以上を経た施設が 58%、昭和 56 年以前の旧耐
震基準の施設が 34% あることから、今後、一斉に大規模
改修、建替え等が必要な時期を迎えますが、更新できなけ
れば安全性の確保は困難となります。

11%

60 年以上

止まらない人口減少
一人当たりの公共建築物延床面積

（m2 / 人）

8.7宮津市
京都市
福知山市
舞鶴市

京丹後市
宇治市
亀岡市
城陽市
向日市
長岡京市
八幡市

南丹市
木津川市

全国平均
3.82

府平均
3.56

施設分類  施設数 延床面積
（m2）

地域コミュニティ施設 21 9,244
学校教育施設及び
子育て支援施設 16 35,820

市民文化系施設 5 7,409
スポーツ施設 5 6,397
観光関連施設 10 15,496
産業系施設 13 1,621
市営住宅 23 22,603
保健・福祉施設 15 5,590
その他公共施設 116 36,620
合計 224 140,800

参考資料
公共建築物の保有状況

　本市の財政状況は、非常に厳しい状況（非常事態）にあ
り、平成 30 年秋に公表した今後 5 年間の財政見通しにお
いては約 40.9 億円の財源不足が見込まれ、財政健全化に
向けた取組みを全庁上げて進めているところです。今後は、
有利な財源を取り入れながら施設総量を削減し、維持管理
費用や更新費用等を抑制していく必要があります。

非常に厳しい財政状況

47%

42%
30 〜 59 年

29 年以下

公共建築物の築年数

耐震化の状況

34%

66%
新基準

旧基準

58％ が築 30 年以上

34％ が旧耐震基準
※昭和 56 年 5 月以前で
　耐震化改修無

京田辺市

綾部市
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宮津市公共施設
　再編方針書（案）とは

再編方針書（案）の実施効果
　再編方針書（案）どおりに実施した場合（再
編パターン）と、現在保有する公共建築物を
維持し続けた場合（単純更新パターン）につ
いて、今後 10 年間と 30 年間で修繕・更新費
用と延床面積を比較しました。30 年間で約
226 億円の削減効果が見込まれます。

　再編方針書（案）は、以下二つの目的のために個別具体の施設についての再編方針（集約化、休止、
譲渡等）を定めるものです。策定後は方針に沿って、サービスの選択と集中等による公共施設の最適配
置と財政負担の軽減・平準化を行います。

施設再編の５つの視点
＜計画期間＞
　総合管理計画に合わせて「令和 2 年度〜令和
7 年度」を再編方針の期間とします。
　また、長期的な目標として 10 年後も想定して
おり、「財政健全化に向けた取組」に掲げた施設
は先行して実施する予定です。

270 億円
183 億円10 年間

30 年間 750 億円
524 億円

再編パターン
単純更新パターン

修繕・更新費

＜対象施設＞
・公共建築物 224 施設、延床面積約 14.1 万㎡
・児童遊園：23 施設
※それ以外の学校施設、市営住宅、都市公園、道
路・河川等のインフラ、上下水道施設については、
それぞれに長寿命化計画を策定することとして
います。

目的
（１）必要な行政サービスを継続し、持続可能な地域、まちづくりを進めていく
（２）子どもや若者へ過大な修繕・更新費等の将来負担を残さない

87 億円の削減（延床面積△ 15％）

226 億円の削減（延床面積△ 30％）

５ 優先順位に沿った迅速な対応
　５年毎に目標フェーズを定め計画的に実施しま
す。特に、安全性が確保できない施設、利用者が
少ない又は特定の者が利用する施設、民間や地元
へ有償譲渡等できる可能性の高い施設は、早期に
実施します。

１ サービスの選択と集中
　行政で行うべきサービスに集中し、行政以外で
サービス提供・補完が可能なものは休止・廃止し
ます。利用が少ない施設等は、集約・統合を図り
ます。

２ 施設の適正管理
　老朽化や旧耐震基準により安全性が確保できな
い施設は、早期に休止し、他の公共施設・民間施
設等へのサービス移転や、民間資金・民間手法の
活用を検討します。
　また、継続使用する施設は、適正な維持管理・
計画的な改修を行い、利便性の向上に努め、大規
模改修・更新等を行う場合は複合化を基本としま
す。

３ 遊休施設及び再編に伴い不要となる
    施設の譲渡

　遊休施設等は、まずは現状有姿のままでの有償
譲渡等とし、それが馴染まない施設は当面休止と
し、緊急性が高いものから計画的に除却します。

４ 受益者負担の原則化
　受益の範囲内で施設使用料等を見直すとともに、
無料施設の有料化を検討します。
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水道使用料金の改定表（税抜き）
区　分 現　行 改定後 値上げ額 増加率

基本料金（５㎥まで）     1,048 円     1,728 円 　　680 円 64.89%
　　６㎥ 〜 　10㎥ 　　　16 円 /㎥ 　　　19 円 /㎥ 　　　3 円 /㎥ 18.75%
　  11㎥ 〜 　20㎥ 　　141 円 /㎥ 　　168 円 /㎥ 　　 27 円 /㎥ 19.15%
　  21㎥ 〜 　50㎥ 　　170 円 /㎥ 　　203 円 /㎥ 　　 33 円 /㎥ 19.41%
　  51㎥ 〜  100㎥ 　　192 円 /㎥ 　　229 円 /㎥ 　　 37 円 /㎥ 19.27%
　101㎥ 〜  200㎥ 　　211 円 /㎥ 　　252 円 /㎥ 　　 41 円 /㎥ 19.43%
　200㎥ 〜 　　205 円 /㎥ 　　244 円 /㎥ 　　 39 円 /㎥ 19.02%

水道使用料金の近隣市町との比較（税込み）

世帯人数 宮津市 京丹後市 与謝野町 舞鶴市 福知山市 綾部市現　行 改定後
2 人 10㎥ 1,240 円 2,005 円 1,962 円 1,681 円 1,166 円 2,106 円 1,815 円
4 人 20㎥ 2,791 円 3,853 円 3,762 円 3,463 円 3,069 円 3,371 円 4,180 円

　世帯人数ごとの標準的な使用水量（口径 13mm）で、改定前と改定後の料金及び近隣市町との料
金を比較しました。
　実際にお使いの水量やメーター口径は、検針時にお配りしています「検針のお知らせ（検針票）」
でご確認いただけます。

料金改定は、9 月検針分（10 月請求分）から
※下水道使用料の変更はありません

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注上下水道課管理係　

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注45‐1633

水道使用料金を改定します
　本市の水道は、皆さんからいただく水道使用料金により、水道水を供給するための費用や施設等の更
新費用を賄っていますが、給水人口の減少に伴う料金収入の減少が続く中、老朽化施設等の更新にも対
応していかなければならない非常に厳しい経営状況にあります。

これまで、市民の皆さんの生活や経済活動を支えてきた水道をこれからも持続できるよう、また、水道
事業の健全で安定的な経営を図るため、以下のとおり水道使用料金の改定をお願いすることになりました。
　「安全でおいしい水をいつまでも」お届けするために、ご理解をいただきますようお願いいたします。

　「宮津市水道事業ビジョン」は、
◀  QR コードからご覧いただけます。

　各審議会の「審議の詳細」は、
◀  QR コードからご覧いただけます。
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受付期間：令和 2 年 4 月 20 日～ 5 月 15 日 入居時期：令和 2 年 6 月（予定）

申し込み・問い合わせ：都市住宅課 建築住宅係　 45 - 1631

夕ヶ丘団地のほかに下記の市営住宅等も同時に募集しています ※入居時期：令和 2 年 7 月（予定）

団地名 間取り 家　賃 募集戸数 単身入居

宮村上
3DK 25,800 円〜 50,700 円 1 戸 不可

2DK 21,400 円〜 42,500 円 2 戸 可

鳥が尾 2DK 16,500 円〜 32,400 円 1 戸 可

みやづ城東タウン 3DK 39,000 円 2 戸 不可

宮村 3DK 40,000 円 1 戸 不可

夕
ヶ
丘
団
地
が
完
成

　
新
規
募
集
ス
タ
ー
ト

鉄筋コンクリート造 5 階建、35 戸の市営住宅 “ 夕ヶ丘団地 ” が完成しました。
これまでの入居者が転居されるほか、新規入居者を募集します。

3DK（5 戸募集）
27,500 円～ 56,400 円 / 月
※単身入居不可

2DK（2 戸募集）
22,900 円～ 47,000 円 / 月
※単身入居可

2DK（1 戸募集）
22,900 円～ 47,000 円 / 月
※単身入居可

日常生活において車椅子の使用
を必要とする方がいる世帯が優
先的に入居できる住宅です。

3DK（4 戸募集）
27,500 円～ 56,400 円 / 月
※単身入居不可

子育て（中学生以下）世帯が優
先的に入居できる住宅です。

一般向け住宅 子育て世帯向け住宅 車椅子対応住宅
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新型コロナウイルスの感染拡大防止に
一人ひとりができること

　コロナウイルスは、動物や人に感染するウイ
ルスで、表面の突起が太陽のコロナに似ている
ことから名付けられました。
　これまでに、人に感染するコロナウイルスは、
７種類見つかっており、その中の一つが「新型
コロナウイルス」です。2002 年に発生した「Ｓ
ＡＲＳ」や 2012 年以降発生している「ＭＥＲＳ」
もコロナウイルスの一種です。

コロナウイルスとは
（１）飛

ひ
沫
まつ

感染
感染者の飛沫（くしゃみ、咳、つば など）と

一緒にウイルスが放出され、他者がそのウイル
スを口や鼻から吸い込んで感染します。

（２）接触感染
感染者がくしゃみや咳を手で押さえた後、自ら

の手で周りの物に触れると感染者のウイルスが付
きます。未感染者がその部分に接触すると感染者
のウイルスが未感染者の手に付着し、感染者に直
接接触しなくても感染します。

どうやって感染するの？

　感染症を他者に感染させないために、咳・く
しゃみをする際、マスクやティッシュ・ハンカチ、
袖、肘の内側などを使って、口や鼻をおさえま
しょう（咳エチケット）。
　対面で人と人との距離が近い接触（互いに手
を伸ばしたら届く距離でおよそ２ｍとされてい
ます）が、一定時間以上、多くの人々との間で
交わされる環境は、リスクが高いです。感染し
やすい環境に行くことを避け、手洗い、咳エチ
ケットを徹底しましょう。

ほかの人にうつさないために

（１）手洗い
ドアノブや手すりなど様々なものに触れること

により、自分の手にもウイルスが付着している可
能性があります。外出先からの帰宅時や調理の前
後、食事前などこまめに手を洗いましょう。

（２）普段の健康管理
　十分な睡眠とバランスのよい食事を心がけ、
免疫力を高めておきましょう。

（３）適度な湿度を保つ
　空気が乾燥すると、のどの粘膜の防御機能が
低下します。室内では加湿器などを使って、適
切な湿度（50 〜 60％）を保ちましょう。

（４）密閉・密集・密接を避けましょう
「換気が悪い密閉空間」「多くの人の密集」「近距

離での会話（密接）」の条件が重なる場所を避ける
とともに、人混みが予想される場所への不要不急の
外出は極力避けましょう。

新型コロナウイルスに感染しないために

感染症に関する相談：京都府健康対策課（TEL 075-414-4726 平日・土日祝日 24 時間対応）
　　　　　　　　　　京都府丹後保健所（TEL 0772-62-4312 平日 8：30 ～ 17：15）

体調に異変を感じたら相談を
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今月の旬：さやえんどう

みやづ旬の幸レシピ
道の駅から

お届け

Vol.13

監修：宮津市管理栄養士

協力：道の駅海の京都宮津
　　　　宮津まごころ市　      （営業時間）9:00 〜 17:00
　　　おさかなキッチンみやづ（水曜定休）

（営業時間）9:00 〜 21:00
    　 ※火曜は 17:00 まで

（営業時間）9:00 〜 17:00

HAMAKAZE Cafe

山一水産

今月の旬：さやえんどう

 さやえんどうはビタミン K・ビタミン C・モリブデンが豊富に含まれています。ビ
タミンKには血液凝固作用と骨にカルシウムが沈着するのを助ける作用があります。
モリブデンは鉄分の働きを助ける効能があります。

栄養メモ

〜今月の生産者さん〜
川崎さん

新鮮な春野菜が入荷し

てます！たくさん食べ

てください！

材料（４人分） （一人分エネルギー 235kcal）

そら豆……………………………………………… ８本
さやえんどう…………………………………… 10個
新じゃがいも……………………………………大 2個
紫玉ねぎ………………………………………中 1/2 個
ハム………………………………………………… ４枚
ゆで卵……………………………………………… ２個
　　オリーブオイル、酢、みりん………… 大さじ２
　　こしょう……………………………………… 少々
　　薄口しょうゆ…………………………… 小さじ１
A

春のミモザサラダ

               （案）庭木手入れ講習募集

高齢者活躍人材確保育成事業
☎（0772）25-156015601560
〒626-0041 宮津市字鶴賀 2174番地の 111

(公社）宮津与謝広域シルバー人材センター

【京都労働局委託事業】活躍人材確保育成事業 【京都労働局委託事業】

受講料無料

宮津市在住の 60歳以上で

現在シルバーの会員ではない方

☎（0772）25-1560
お気軽にお電話下さい！

広 告 　※広告内容など市が推奨するものではありません。

調
理
：
H
A
M
A
K
A
Z
E
C
a
fe
深
田
貴
央

A を合わせてよく混ぜて、ドレッシングを作る

ゆで卵は、白身はそら豆大の角切り、黄身は裏ごしする。

　を器に盛り、黄身をちらす

作り方

そら豆は、さやから出して茹でて、薄皮をとる。さ

やえんどうはスジを取り、茹でて水気をきる

じゃがいもはこすり洗いをして、食べやすく切って、

水にさらして茹でる

ハムは半分に切って、６等分の放射状に切ってばら

しておく

紫玉ねぎは縦半分に切って、繊維を断つように薄切

りにする

　～　と　の白身をドレッシングで和える
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